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「茨城永試試報，昭和45年度（1971）」

茨城県の「しらす」漁業について　－Ⅰ

対象魚種・魚体．漁獲量．漁場について

堀　　　義　彦

最近の茨城県における「しらす」漁業は，5トン未満の小型船による1そうぴき漁法で，操業期間は

5月1日から翌年1月20日までと冠められ，約°50隻が許可を有し，同規模船の県内産間総漁獲量

の50％を占める重賓を漁業である。

従丸本県の当漁業に関する報告は少浸く，矢口等（1954）の春・夏季の久慈・大洗地区の漁甜物

調査・渡辺等（1987）の1～2月の漁獲物調査があるにすぎない。ここで軋最近の調査結果から対

象魚種・魚体・漁期・漁獲量および漁場夜どの調査結果を報告する。なお，対象魚種のうちイシ．カワシ

ラウオについては別に報告（堀1971）したので図を省いた。

本論に入るまえに，漁獲物採集・漁況情報の把握に協力していただいた大洗町漁業協同組合・内藤和

夫．日立音久慈漁業協同組合連合会・寺門邦雄，大津漁業協同組合・円沢晋の諸氏，および漁獲報告書

を提出していただいた標本船（金長九・朝栄九・亀栄九・清適九・平勝丸）の方々に対して厚くお礼申

しあげ，また本報告の校訂をお願いした当水試場長・斉藤不二彦氏に感謝いたします。

方　　　　法

年別総漁獲意・同地区別漁獲量・同魚種別漁獲量・同着業統数をどの図および表は崖林統計の資料を
・努

用い．月別漁獲愚は大洗漁協の集計結果を用いた。日別粒樺別混獲割合は当水試で記録してhる大洗・

久慈・大津の各魚市場の水場状況報告から概貸し，朋別魚種別1投網当りと漁場別1投網当りの漁獲骨

は標本船の漁況報告から貸出した。その際．漁獲魚種が複数で混獲割合が示されていない場合吐魚種数

で等分した。漁場範囲は海岸顔昭沿って5分間隔で示すこととし，ここで用いた沿岸地名とその範囲を

凶－1に示した。接本船は大洗漁協所属船2集と大津漁協所属船2集で，報告期間は大洗船が昭和42

生から同45虹，大津姫が昭和A Sをのみである。漁獲物採集は主として大洗魚市場で実施したが．那

珂湊・久慈・大津各市場で得たものも含まれている。
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結　　　果

（】）年別総漁獲量・年別地区別総漁獲量

最近10ヶ年の年別総漁独墓をみると（図

－2），少をh牢で千トン前後，多い年で4

千トン以＿上を示し変動の巾が大きh。全体的

な漁特水準は昭和59年以降上昇してかれ

ごく最近の不漁生である昭和4　0・41生の

漁獲量と昭和58毎以前の豊漁短の漁獲量が

ほぼ同じになっている。一方，地区別の漁獲

量をみると（表－1）．主な水接地は波崎・

・大洗・久慈・大津であり，なかでも大洗は

昭和40毎三を除いて1位となっている。これ

ら主要水場地の推移を見ると（図－2），大

洗はほぼ横ばいで安定しているが，他の三地

区は昭和59毎以後大きな変動を示し，波崎

で技昭和40年に大洗を上まわるほどであっ

たが，その後下降し続け，かわって大津が昭

利42毎：以後高水準を示し．jた久慈も大津

ほどでは充いが生々▲上昇している。そして，

このよう売地区別漁獲量の推移に対応して，

県総量は昭和59年以降増加しているが．大

ヨ

図1　滞場範囲と地名
洗の年間漁獲量の県総量に占める割合は減少

してhる。なか，本県漁獲量の全剋年間総量

に占める割合は5－10％で，県別順位は5～7位であれ千葉県以北では大半を占めている。

表－1　地区別漁獲量

単位　トン
平 潟 大 津 川 尻 多 賀 久 慈 磯 崎 郷 間 湊 大 洗 白 鳥 大 洋 ！大 野 鹿 島 】神 栖 波 崎 総 量

5 4 12 1 2 6 1 1．10 7 餌 司） 仲 野 ） 鹿 野 ） 1，4 90

5 5 5 1 5 4 8 22 9 88

5 占 2 1 0 8 d 1．45 5 1 2 ¢5） （ 5 ） （ 4 ） 4 1．8 0 1

5 7 2 4 9 2 5 2 1．74 0 8 7 （2迅 ） （17 ） （ 7 ） 1 占 占 乙 758

5 8 4 2 7 占 7 45 1 7 2 1 9 2 1，12 8

5 9 5 4 5 5 5 2 8 7 ‘7 8 7 ° 1 5 1 1．9 45 1 1 1 5 8 0 5 7 5 7 5 4，5 75

4 0 1 7 2 8 8 0 2 1 5 5 占5 占8 88 5 1 5 1 2 4 4 2 0 1．09 5 2，8 75

4 1 5 2 5 2 1 1 1 1 1 8 2 2 7 1 8 1，8 占5 7 ‘‘ 1 0 8 占D 2・5 叫

4 2 5 5 1 1 5 8 9 d 1 8 8 9 9 4 1 2．058 2 1 1 7 2 5 占8 9 4，4か †

4 5 4 2 7 4 4 1 1 5 7 2 7 1 7 5 1，5 98 5 8 9 2 9 1 8 1 7 5．°8 2

4 4 5 5 1 1 4 8 5 4 1 8 2 1，5 2 1 ；1 4 5 5 占 占 2 7 5 5・45 2 乍

茨城農林水産統計年報上カ
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S．さ4年　　　　　　　5占　　　　　　　　う8　　　　　　　　40　　　　　　　　42　　　　　　　　44

図2　年別総漁獲量と主要地区別沖獲豊

月別の漁猿傾向を大洗の例で見ると（図－5），5月が例年最高で，その前後の4月と‘月を加える

と，この5ケ月間で庄間組漁獲量の78算前後に達している。7月以降は例年漁獲が急減するが，昭

和45年のように秋季に明瞭をピークを示す年もある。しかし，春季のそれに比べはるかに少かへ∴

をか．ここで大洗の例を示したのは年別漁獲量・着業統数（表－2）が県内1位で，漁獲量の横年変：

化が他の地区に比べて安冠してお力，しかも禁漁期間を除いてほほ周年操業する専業船が多いことにr

よる。また，例毎の着業状況は各地とも4－7月が多いが，8月以降急減して100隻以下，50卦

前後と売る。従って．県内全体では春季の漁獲量の年間総量に占める割合はさらに高呵値となる白
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単　位　トン

図3　大　洗　月　別　涌：獲　二塁

表－2．地区別着業統数

．毎 平 潟 大 津 川 尻 多 賀 久 慈 磯 崎 ■部 珂湊 大 洗 白 鳥 洋 大 野 鹿 島 神 栖 波 崎 総 教

5 4 5 2 ‘ 4 1 5 5 純 ） （刃 司j ■■＝・ 2 5 1

5 5 2 4 5 5 8 1 8 4 2 d 9

5 d 1 5 0 5 ° 1 8 8 ウ （2 占）（5 ） （5 ） 占 5 1 4

5 7 5 9 8 8 1 1 9 4 4 0 5

5 8
4 0 5

5 9 2 4 ‘ 1 1 5 5 1 0 7 5 3 4 9 1 9 8 2 5 5 8 2 4 4 7 d 4 2

4 0 2 0 5 0 2 5 9 5 5 7 5 9 1 7 9 ，（1 ） 占 4 5 2 4 1 5 1 5 5 i

4 1 2 7 d l 1 4 4 9 5 2 8 4 5 1 7 5 1 1 5 0 1 5 4 5 5 °8

4 2 5 8 5 5 1 9 4 9 0 2 5 5 9 1 4 5 5 4 2 1 0 5 2 5 8 4

4 5 5 4 ‘0 7 d 9 1 2 8 ‘5 1 5 2 1 2 4 5 14 5 2 9 5 4 2
4 4 2 5 5 5 1 5 5 8 7 7 1 1 1 ‘ 7 5 5 1 9 2 9 5 8 5

茨城農林水産績計毎報エわ
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（2J　対象魚種と漁期

漁獲物の観察か上び擦本船と慨からの漁況報告によると一　主を対象魚確はシラス（カタクチイワ

†Engrauli8　japonica（Houttuym））・ホンゾラウオ（イシカワシラウオ

Salangichthy8i8hikawai Wakiya et Takaha且i）・コーナゴ（イカナゴ

AmmodyteB perSDnatuS Girard）・カスゴ（チダイEvynIlia japonica

Ta・naka）の4種である。これら4種のほか篠本船報告に記載されているものをそのまま示すと，

中コ㌧F一・中セグロ・ジ十ミセグロ・アユ・アジ・セイゴ・カマス・サバ・カジカ・ヒラガニ・水イ

カ・コマ七・クラゲなどがあれ・また著者が観察しているもので前記以外のものをいくつか挙げると，

イシモチ・ニベ・コノンロ・サッノく・－マイワシ・ニシン・エビ類などがある。しかし，これらは商品

価値がをいか巨あっても散発的な少量の漁獲で，ほとんどが入札時までに瑛別され投棄されている。

なお．ことでは主要4種の呼称に前記のものを用いることとするが，それぞれの方言は藤本等

（1965）・浅野等（19日）の詳しい報告がある○

主要種の漁期を見ると（図－4），コ丁ナゴは5－4月がふつうであるが，昭和40壷のように8

月まで続くこともあ少，地理的には県北で遅くまで続く傾向がある。なお，図－4では昭和41年が

皆無となっているが．図－10の魚種別漁獲量には記載されている。シラスはコーナゴの漁期が終る

4月中旬前後から漁獲の主体となり卜以後ほぼ周年継続して漁獲されている。そして，初漁期は南で

早く北で遅い。カスゴは早い年で5月，遅い鉦で占月に漁獲され，8月下旬から9月上旬に終漁とな

るが，昭和44年のように皆無の年もあり，水場地も大洗に限られ，久慈・大津ではシラスに散見さ

れる程度である。ホンジテクオはシラスと同様ほほ周年漁獲されているが．漁獲の主体となる時期は

12－5月である。以上4種のほかにシラスと区別されずに漁獲されている魚種にマイワシシラス

（Sardinopa melanO8ticta（Teminck et ScIllegel））・アユシラス

（PlecogloSBuS altiveli且　Terrminck et Schlegel）があb，前者に関し矢口

等（1954）が4－5月，後者については準辺等（19d7）が1－2月にそれぞれ観察しているが，

著者の観察ではいずれも12～5月に検出してあわ，稀に単一（100％）漁獲例があるD

（3）魚　　　体

主要種の体長（全長）をみると，コーナゴ（図－5）は1－7C楯，カスゴ（図－7）は4－8C濁

台．ホンノラウオは1－7C超台．シラスは全長1～5C初台である凸発育段階ではホンゾラウオだけが

成魚期はで含まれ（堀川71），他の5種は稚魚あるいは束成魚期である。魚種別に体長（全長）の

時期的な推移を見ると．コーナゴ（図－d）は2月下旬から5月中旬で2C詔台，5月下旬から4月中

旬で5C忽台．5月で5－°と花台に中心があわ，漁期が進むとともに大きくなっている0なお，渡辺等

（19占7）は2月に18－11C耶台のものを観察している。カスゴは5～8月が4－5C密台・7一一8

月が占～7C詔台で，やはカ漁期が進むとともに大きくをっている。ホンゾラウオ（図－8）は堀

（1989）の報告とその後の結果を加えると，4－6月が1～2C詔台，7－10月が5Cヵ台，11⊥

12月が4－5C始，1－4月が5－7e診缶となる。一方，シラスは5～7月に全長5～4C花台．8

－10月に2－5C初台，11－1月に再び5－4C詔台となっておれ　漁期前半と末期に大きく，中頃

に小さし可碩向がある。シラスをカェリ・大・中・小シラスに区別して（近藤19日），それぞれの混

沌割合の推移をみると（図－9），カエリは4－7月と12－1月に多く，8－11月は少ない。大
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シラスはカェリと同様4～7月と12～1月に多く，例年この時期には58％以上を占めている。ま

た一　ほぼ周隼509も以上を示す在がある。中シラス壮大シラスとともにほぼ周毎出現しているが，7

月以降多くを＿り・8－11月に5叩以上を占める例が多い。小シラスは散発的に検出され，その混

獲割合はいずれも数％以下となっている。

＼㌦

J

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　－l　＿

2　　　　　　　4　　　　　　　6　　　　　　　　8

図5　イカナゴ年別体長組成

図7　チダイ生別体長組成

20　　　　　　1［1　　20　　　50　　1D　　　20　　　50　10

昭和46年　　　　　　5　月　　　　　　　　4　月

図る　イカナゴ日別平均体長

4月　　　8

図8　イシカワシラクオの生長曲線

r堀19°9）
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図9　　シ　ラ　ス　型　別　混　獲　比
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42缶の統計に「その他」として588トンの言己我があるが魚種は明らかでなレ。各魚櫓を含めた総

漁掩蓋の経年愛化と魚種別のそれとの関係をみると，シラスはほぼ総漁獲量の推移と一致し，コーナ

ゴは逆のl苅係のようである。

J

J

S．54年　　　　　　　　55　　　　　　　　　58　　　　　　　　　40　　　　　　　　12　　　　　　　　　44

図10　魚種別漁獲量

日別1棚当う漁獲量をみると，シラス（図－1
1時・－

は例年4－8月に高い値を示すが，期間・壷

とも年別の差が大きhoそして】7月以降は2晒弊下に滅少し一毎によって11－12月に高い
値を示すが．春季ほどではない。コーナゴ（図－12）は例毎5月に多く．しだいに少なく

なる傾向を示してお力，しかも漁期未にはシラスとの混猪になるQカスゴ（図－15）は図－4の結

果とあわせて．断続的を漁獲を示す亀集中的に漁嬢される生，初漁期の遅速あるいは出現皆無など
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「定して山方レ。ホンゾラウオは堀（1971）の報告によると，5～8月に漁獲されはじめほほ周生

5時前後以下で・時軸的な差は少なく，年別でも安症しているようである。な料，標本船の報告書に

示されている混嬉例は，シラスとコーナゴ・ホンジラウオの例が多く，カスゴは単一「漁獲で．コーナ

ゴとホンジラウオの例はなかった。

」
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図12コーナゴ日別1投網当り漁獲量
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図15　カスゴ日別1投網当り漁獲量
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5）魚場と漁場別1投網当り漁獲量

漁場はカスゴ（図－14）が玉田～荒井，コーナゴ（図－15）が大洗一波上・久慈～磯崎・大津

一矢指・シラス（図－16）・ホンジラウオがほぼ全域である。水深はいずれも10，刀以浅であるが．

をかでもホンゾラウ才が最も浅く27〝前後となっている。左か，漁場に鹿島以南が含まれていをいが，

これは大洗の標本船の南側海域出漁範囲に上るもので．実際には波崎船がこの海域で操業している。

また・各地の出漁船の操業範閲は大洗船が鹿島から大津にかけて広いのに対し．他の地区では各地先

周辺海域のみである。

漁場とその1投網当れ漁獲量をみると．各魚櫓を含めて大洗から先井が例毎良い漁場となっており，

カスゴを除くと久慈・大津・鹿島各周辺も良い漁場となっている。また，会瀬・川尻地区はホンジラ

ウオの良い漁場と売っている。（堀1971）

シラスは漁期が長く・すでに述べたように魚体と漁獲登が時期的に異なっているので・春季来遊群　、

と夏期以降来遊群に区別して．漁場とその平均漁獲竜をみると．前者は会瀬・川尻を除く各組場で高

い値を示してhるが．後者は各漁場で低く，しかも例毎南側上田ヒ側で低い傾向を示してhる。

ホンジラウオについては堀（1971）によると，夏・秋季に分布範囲が広く，冬・春季に狭くなっ

ている0

S＿　42　　　　己．45　　　　　3．45

図14　カスゴ漁場と1日1投網

当り漁獲量

図15　コーナゴ漁場と1日1投網

当り漁獲量
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考　　察

茨城県の「しらす」漁業について，対象魚種・魚

体・漁獲量・漁場をどの概要を述べたが，調査の主

要な目的は漁況予報である。ここで述べた結果によ

ると，当漁業の豊凶を左右しているのはシラスであ

り，とくに春シラスの漁況が重倭と思われるD

本県で漁獲されるカタクチイワシはシラスも含め

て，本州太平洋系群に属するものであわ．その主な

産卵場は房総から紀伊半島にいたる海域とされてい

るが（近藤19d9），事実，本県海域ではほとんど

卵が見出されず，ここで示した魚体組成をみても・

ふ化後間もないと思われる小シラスはほとんど含ま

れていない。また．最近の冬季から春季にかけての

卵分布は房総海域にはじまって，しだいに南に広が

ることが報告（平木1988）されてhる0従って，

本県の春シラスは房総以南の海域から運ばれてくる

ものであれ初漁期が南で早く．北で遅いことと一

致し，その豊凶はこの時期の沿岸海況の「股的特徴

から，犬咲沖で派生する黒潮喫水舌（藤森等19dB）

の髄わ出し状況に大きく左端されていると推定され

る。つまり，硬水舌の張り出しが頴著で一　沿岸部－ 図17　表面水温分布

帯を広く葎っている場合は農漁，張り出しが弱いか

ぁる山は離岸して沼津部の昇温が遅い場合は不漁（図－17）というわけである。しかし，このような

説明は沿岸海況の兄とおしが確実に行われなければ・事後的な説明となれしかも輸送そのものが来遊

量∫決定しているわけではなく（林19日），鮎鴨まれている多くの．問題一銘柄・漁期・主漁場・

漁獲量左どに関する答を得られ整いことは明らかである0

従兎静岡・愛知地方のシラスについてはいくつかの予測方法が試みられているが（林19“）・著

者はそれらのうち近藤（19日）が示した．レ1わゆる生物自体の集合特性による方法（佐藤1985）を・

その方法自体十分に坦解しているわけではないが・用いることを考えている0紬・最近の沿岸環境の

悪化は著しく．異常架死・漁獲物への異物混入をどが観察され，沿岸部のみを操業域としている当漁業

のうける影響は大きいと推定され．漁業そのものの存続が心配される0
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要　約

1．茨城県の「しらす」漁業について，総漁獲量・対象魚種・漁期・魚体・魚種別毎間漁獲量・同日別

1・投網当少漁旛ん違・魚種別漁場・同漁場別1投網当畑漁獲量などの調査結果を述べた。

2．毎間総漁獲量は昭和5　毎以降増加しているが，これは波崎・大津などの増加によるものである。

最近の主賓港の水場状況は大洗が横ばい，大津・久慈が増加，波崎が減少である。

5・主要対象魚相はシラス・ホンゾラウオ・コーナゴ・カスゴの4種で，それぞれの漁期は前2者がほ

ぼ周年，コーナゴが5～4月，カスゴが5－8月である。

4．魚体はシラスが全長2－5ぐ忽台，コーナゴが体長5－4C盈台，ホンジラウオが同2′－dC盈台．カス

ゴが同5～7C忽台である。

5・魚種別漁獲量はシラスが1位で，その砕鉱変化は総漁獲量のそれと一致し，コーナゴは逆と在って

いる。1投網当り漁獲量は最も多レ1Dが春季のシラスで，少恵山のがホンジラウオの5極前後以下で

ある。

る・漁場は水深10肌以残の沿岸部全域であるが．魚穫別ではカスゴが玉田～荒井に限定されている。

漁場別漁獲量は大洗から南側が各魚種とも高い値を示し，カスゴを除くと久慈・大津各席辺も良h漁

場と売っている。シラスの夏季以降来遊群は南側で高く北側で低い傾向がある。

ヱ　当漁業の漁況は春季のシラスの来遊状況が重要であり．来遊条件として黒漸暖水舌の動向が注月さ

れる。
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